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東南アジア諸国の鉱業の現状

③

1965年の現況をご紹介しましょう.1年おくれですが

このらんも3回目となりました.今回は韓国の地名に

ついて目下東大渡辺武男教授のもとに留学中の韓国地

質調査所員李咬成氏台湾の地名についてほ地質調

査所に留学中の李栄顕氏のご教示を得ましたことを

深謝いたします.

韓国

;百炭銀銅鉛亜鉛マシガンおよび鉄鉱の生産は増

加した鉄鉱の埋蔵鑑は夫倒二増えた電解亜鉛製繍所

が始輿1二建設された

世界市場の一般的な値上りのため韓国の銅鉛亜

鉛の生産は著しく増加した.錫は政府の鉱工業に対

する奨励の最後の年を飾って45年以来はじめて輸出さ

れた.鉄鉱石生産量は積極的な開発計画カミ集を結ん

で増加を続けているすなわち試錐によって確かめら

れた新鉱床一そのなかには嚢陽鉄山における200万トン

の発見も含まれる一の開発や2つの主要鉄山一句禁鉄山

(釜山の北西約25マイル)京仁鉄山(ソウルの西約25マ

イル)の全面的た操業によるも.のである.蔚山鉄山の

開発は66年の6月に諸施設の建設が完成すると6万ト

ンの増産になるであろう.

もう一つのこの業界における重要なでぎ事は江原

道における渋川鉄鉱山の開発であった.そこの鉱床の

埋蔵量は途中の段階で約2,500万トン年の終りには

約4,000万トンまで確認された.この鉱床は磁気探

鉱と試錐によってつきとめられ韓国地質調査所と国営

大韓鉄鉱開発会社によってさらに精査された.ついで

一目に300トンの選鉱能力のある設備が完成しさらに

67年にはこの施設は倍加されるだろう.鉄鉱石の輸

出(全部日本へ)は64年より50,OOOトン増の65,000ト

ンであったが輸出値段は1トンについて1ドノレ下落し

て11.50ドノレになった.

非鉄金属の生産は一般に上昇しそのうちもっとも

増加したものは亜鉛(64年の約180%)であった.鉛

の生産は32%増加した.この発展は慶尚北道連花鉱山

の選鉱能力の倍増(1ヵ月800トン)によるものである

この鉱山は韓国において生産されるすべての鉛･亜鉛

地質相談所

の約半分を生産している.茂一鉱山は65年に1ヵ月

400トンの割合で生産を開始した.国際市場における

銅の値段の上昇と電解銅に対する急激な国内需要の膨

張に活気づけられて65年に銅の生産は64年の84%の

増であり66年にはさらに増加するものと期待される.

戦後はじめて錫がこの国の鉱業界に参加した.戦前に

日本人によって開発された蔚珍銅鉱山は65年にふたた

び2,7トンの錫精鉱(60%)を生産したのである.鉱

山側の活発な開発計画ほ66年に月産1トン以上を成就

しようとしている.

石灰石の生産は増加するセメント生産と平行して上

昇した.64年における3つの新しいセメント工場の相

次ぐ完成はセメント生産を65年には前年の32%増の

160万トンに増加させた.66年には忠清北道の丹陽に

おける現代建設株式会杜のセメント工場の拡張によって

さらに増産が期待される.65年にはまた冶金界に

もう1つの意義深い発展がもたらされた.すなわち

東信電機工業株式会社による亜鉛の製練所カミ始興(ソ

ウルの南約13マイノレ)に国際開発局(AID)からの借款に

よる9万6千ドルと民間資金による約7万4千ドルをも

って開設された.この製練所の有効な操業を助長する

ために政府は66年にこの製練所に兎却されたものと

同量の亜鉛精鉱の輸出を制限した.

韓国における金属と鉱物生産量(トン)

商品名品位

石炭,無煙炭

金1

銀1

銅鉱

鉛精鉱

亜鉛精鉱

タングステン精鉱2

マンガン精鉱

モリブデン精鉱

ニッケル鉱

金周ビスマス

鉄鉱

黒鉛(鯖晶質)

黒鉛

カオリン

螢石

錫鉱

石灰石
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台湾

拓炭とセメントの生産は新記録をつくった金の生産は銅

と同じく潜実に増えている;百屋銅水銀に対する探査

が行なわれた

石炭生産の上昇憤向は65年にも引き続いて505万

トンの新記録をつくった.動力窯業砂糖その他

工業における消費の増加により石炭の供給は引き続

き需要をみたすには不十分な状況にあったのである.

66年の石炭生産は565万トンと予想されている.粘結

炭の国内生産が減退したため45年以来はじめて粘結

炭が1万トンオｰストラリアから輸入された.沿海

炭田の探査と開発を促進するために水中放電式音波探

査が海底の地質構造を研究するために行なわれた.

納金の生産は第1位の金瓜石鉱山において新しい當鉱

ポケットを発見したので著しく増加した.しかしこの

小さいポケットは年の終りにほとんど枯渇してしまっ

た.この鉱山における重液選鉱課の粉砕工場に関する

設計は完成されたが諸施設の取付けにはまだ間カミある.

65年における銅の生産はおもに金瓜石鉱山から産出し

64年とほぼ同様の1,853トンであった.そのうち285

トンの電解銅だけが東部台湾のTu㎎shan(東山?)

鉱山から回収された.

硫黄は65牢には6,881トン生産されそめうち4,

495トンは大屯火山地方の硫黄鉱山から2,386トンは

高雄の石油精油所から生産された.硫黄の生産は65

年には著しく落ちたがこれはこの国第1の生産者で

あるSanchin(山興?)鉱山の64年の10月に起った大地

すべりによる完全破壊のためである.この鉱山の復興

は政府の援助を受けて進行中であり生産は近く始

められるだろうと期待されている.鋼と水銀の探査は

かつて稼行された東部台湾の奇美鉱山と北部台湾の平林

鉱山においてそれぞれ地質地球物理地球化学の

3調査に試錐も加えて行なわれた.それぞれの地域で

台湾における鉱産物の生産高

商品名1�196ε�■�19641�1965�

石�族･1黄11�4,8工0,040�5,027,653,�5,054,463�

硫�7,648�■9,317�6,881��

鋳鉄�■鉱11�46,762�46,214�39,178�

金2�一■�990�628�999�

銀2�2,648�2,078�2,915��

鍋(電�気)1�1,6工9�1,886�1,853�

磁鉄�鉱�砂1�4,704�4.645�9,356

滑�石1�14,787�16,366�15,229�

石�綿1�548�一�801�

石�膏�26,588�16,650�N.A�

襲�抵�N.A�N.A�5,908�

】.トン2.キログラム

N.A未入手

散在した鉱脈が発見されたがすぐに開発するほどのも

のはなくさらに試錐を続けることが必要と思われる.

フィリピン

鉱産物の高値は生産を少しばかり増加させた

65年のこの国の鉱産量はなかでも銅金鉄クロ.

マイト荏どは順調な伸びと急な値上りを示し卑金属の分

野に莫大な利益がもたらされた.輸出市場における高

値国内の持続する刺激第一流の生産金杜による鉱山

と精錬工場の拡張と有効利用はこれらの利益の原因と

なっている.銅山会社のなかでは第1位のアストラ

ス合同鉱山開発公社は64年にくらべて量において6.7

%値段にして28%の増産をした､サイバレイのマリ

ンダク鉱山会社は量において24%値段にして58%の

増産をして堂々第2位になった.レパント合同鉱山会

社はわずかばかりの生産を回復したにすぎないカミ値段

にして16%の増進となり第3位を得た.これら3大会

社にみられる生産の小量増加によって大利益を得た事

例は65年に広く行なわれた傾向を代表している.

鉄鉱業界には2つの出来事があった.生産高第1

位のフィリピン鉄鉱鉱山会社はペレットを新しく設

置されたペレット工場から日本へ船積みして利益を得た.

このようにして生産において2%減少したにもかかわ

らず値段にして24%増になった.他の一つはFILMAG

会社カミ浜砂鉄を好調に採掘したことである.

金属用クロマイトは主として品位の高いことと輸

出市場における需要により順調な値上りをみせ約9万6

千トンの産出をみた.一方この国で大量生産される

耐火クロマイトは量において身0%値段にして19%の

フィリピンにおける鉱産物の生産量

商品名1961��19621963��1964�19651

金2�423,983�423,394�376,006�425.770�435,545

銀2�812,793�675,570�767,249�907,504�932,944

クロマイト�����

金屑用�14星,483�98,202�85,779�86,260�96,421

耐火用�495,819�433,085�373,342�381,820�458,131

鉄鉱空�1,170.548�1,386,959�1,384,704�ユ,366,958�1,437,778

銅g�51,815�54,728�63,686�60,457�61,678

マンガン鉱8�19,038�11,939�7,666�8,O05�51,7μ

鉛g�101�82�71�103�ユ05

亜鉛8�3,313�4,460�3,893�2,136�2,059

水銀{�3,167�2,767�2,651�2,496�2,384

モリブデン8�113�113�107�105�77

カドミウム3.�0�1�11�11�9

硫化焼鉱9�N.A�7,725�13,257�14,幽5�19,438

セメント5�N.A�5,633,390�5,578,888�7,042,586�8,916,942

石碑�N.A�162,978�156,535�ユ14,936�92,366

��㌸

���

1.フィリピン飯山局資料2.オンス3.トン4.フラス

ク(76ポンド)5.バレルN.A未入手�
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増産をみせ約45万8千トンになった金の補助金政策

は強力に続けられ税金やその他諸経費は従来の線にと

めおかれた非金属楽界も(石膏岩塩セメントなど)

金属業界においてみられた傾向と歩調を合わせた.た

だ石炭だけは量と価格に著しい減少を示した.政

府は65年の11月初旬に外国為替相場の完全な統制解除

をなしとげペソとドルの比率をP3.90対華1.00にさ

さえたこのことは66年の鉱工業界にもよい影響を及

ぼすであろう.

香港

マ･オン･シャン鉱山は磁鉄鉱の生産鑑を15%上昇させた

産出の少ない鉱石は地方の建設刷二向1ナられた

65年における生産量については64年に比較して鉄

石英タングステンは増加したが長石とカオリンは減

少した.マ･オン･シャン鉄山は湿式磁力選鉱法に

よる磁鉄鉱の精鉱(Fe56%)量を約15%増加させた.

64年にはじまったこの鉱山の増産計画はいまや110m

水準坑道に電車を敷設したこととボヶヅト鉱採掘の3

つの立坑を開設したことによって将来も続きそうであ

る.この鉱床は30～60mの厚さを有し北へ30｡傾

斜しな林ら薄失している.出水が西ブラザｰ島にあ

る主要鉱山の機械に故障をひき起させたので黒鉛の生

産は年間を通じてなかった.しかし新しい調査が

ニュｰテリトリｰのマイ･ホウとシャウ･タウにおいて

始まりともに有望である.

65年のはじめに建築詐欺が2つの地方銀行の破産

によって惹起された.このために砂装飾用布材

セメントのような地方用建築材料の需要が減退してしま

った.

香港における鉱産物の生産高(ロングトン)

商品名11963��11964�1･…

長石�1,680.20�1,556,33�1,119.39

黒鉛�536.75�617.00�i

鉄鉱�111,864.73�114,373.79�13I,954.81

カオリン�5,018.68�5,042.99�4,7n.67

石英�2,997.19�1,648.58�1,908.51

鉄マ/カノ重石1�7171�1.32�5,76

マレ■シア

錫の生産は戦後最高ボｰキサイト生産毛新記録を作った

この国とインドネシアとの経済上軍事上の対決は65

年中続いた.インドネシアはボノレネオのサバｰ州と

サラワク州にひんぱんに進撃してくるのでマレｰシア

英国オｰストラリアニュｰジｰランドは強力租軍隊

を送って守備している.国会は66年の1月から70年

までの向う5カ年間に3億5千万米ドノレを投資して資

源を開発する計画を承認した.このプランは埋蔵量

の枯渇からくる鉱業の衰退を考慮して農業資源の開発

と工業化の促進に重点をおいた.しかし祖カ茎らこの

予想はまちがっているかも知れない.究極の鉱物潜

在量についての知識は不完全なものであり強力抵探査

は新しい鉱物資源をあばき出すかも知れ粗いからであ

る.事実資源探査はこの国の多くの場所で進行し

ており錫の沿海調査は66年に開始されるだろうと期待

されている.

95年の錫生産量は6万3千トンで56年の6万2千トン

を破る戦後最高を記録した.錫の高価が安価だと稼

行できなくなるボｰダｰラインすれすれの多くの小鉱山

を活気づけたからである.錫鉱山の数の内訳は次の

通りである.
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括弧内は生産量に対する割合

錫の全生産量に対する短命在小鉱山の現在の優越状

況は市場の下降相場には傷を受けやすい.

鉄鉱生産量は64年の646万トンから646万トンに回

復した.鉄工業に対する見込は埋蔵量の減少と競争

による輸出値段の低下と相侯って明るくない.輸出は

(おもに日本64年)より30万トン増の660万トンに増えた

カミ値段は1億6千2百マレｰシアドノレから1億6千百

マレｰシァドルに減った｡ボｰキサイトの輸出は64

年の約62万トンから約100万トンに急上昇した.65年

には約15万トンがサラワクから採掘されたがそこの

マレｰシアにおける鉱産物の生産量

商品名1963��ユ964�1965

��一�

錫精鉱�59,947�60,O04�63,670

金2�11,889�工O,419�6,584

鉄鉱1�7,264,543�6,465,695�6,872,711

マンガン鉱1�304�一�1,566

ボｰキサイト1�349,4工9�62工,915�1,O01,062

イルメナイト(輸出)1�101,657�129,263�工2エ,566

モナザイト(輸出)一�627�303�694

鉄マンガン重石1�9�5�9

=1ロンブ石1�1ユ0�56�46

陶石�3,459�1,420�1,562

1,ロングトン2.ト回イオンス�
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唯一の鉱山の埋蔵量は空っぽになり12月に閉山してしま

った｡金の生産は減退を続け6,584オンスに過ぎず

そのうち2,602オンス(前年は3,115オンス)はサラ

ワクから産出した.サラワク州バウ地方における金の

試錐は失望に終り3月に中止された.

タイ

錫の生産量は上昇したアオカム会社は新しいバケット竣

諜機を使用し他方南部キンタ会社は沿海調査用の吸上げ

船体を進水させた

65年におけるタイ鉱工業界のもっとも興味をひいたこ

とは錫の大幅な増産であった.すなわち64年の約

2万1千トンから65年の約25万5千トンに増えた.小

ポンプ方式による多数の錫鉱山はインド洋岸の南部の

州に開坑した.アオカム錫会社は新しい沿海用バケ

ット凌漢機を使用してタイ最大の生産者になった.

シャム錫企業組合はカツ式凌灘機を改造してラノング

のヌゴウ鉱区における生産量を回復し他方南部キン

タ連合金杜は新しい吸上げ渡濠機を乗せた舟を進水さ

せたそれはやがてタカッパ近くの沿海地域を採掘

するために曳航されるだろう.錫精鉱の輸出はPuket

島に錫精錬所が完成した65年7月をもって禁止された.

この精錬所はユニオンカｰバイド会社(米国)とタイ会

社との合同企業であるTHAISARCO会社に所属され

ている.タイの錫鉱山業者と貿易業者は新精錬所の

条件に満昆していない.開発大臣は新精錬所の収益

をタイ鉱山業者の手に入るよう要請されているがこの

要求は会社側にとっては応じられないだろう.鉄の生

産量は南部諸州から日本へ輸出される鉱石についての

新協定によりかなり増加した.

クイにおける鉱産物の生産量

商品名��1963i964�1965�

すず石1�21,265�21,663�25,300�

鉄マンガン重石壁�380�391�450�

鉛鉱2�5,030�8,125�9,500�

マンガン鉱2�6,519�10,967�20,750�

布砕�23,890�41,900�13,400�

螢秤�29,230�63,538�44,250�

鉄鉱2�15,740�,�190,954�500,OOO

アンチモン�1,344�1�3,052�2,750

1.ロングトン2.トン

65年の錫の生産はいくぶん64年の線を下廻ったが

適切な復興計画によって顕著な増カ回が近い将来期待さ

れている.まず10台の凌礫機(分解運搬可能た)が

バンカ･ビリトン両島に到着し操業の準備中である.

つぎにバンカ1号と名づけられた航洋渡深船が65年の

11月13目にスコットランドのグラスゴウを出発し年末

にスエズ運河を通過したことであるこの船はバ1■カ

島の周辺において水深40mの海底を渡藻できるのであ

る.第3にメントクにおける新錫精錬所が66年の

半頃に試運転を開始することである.第4に65年の

10月25目にインドネシア錫管理局とフランス鉱山会社と

の間に契約が署名されたことである.この会社は契

約によってインドネシアの沿海地域とくにバンカ･

ビリトン両島周辺における錫ならびにその他鉱物を探査

する責任をもつものである.64年にはじまった石炭生

産の下降現象は65年も続き40万トンを下廻った.一

方ボｰキサイトの生産量は60年来たえず上昇してき

たか輸出量は64年の約65万トンから65年の約56万ト

ンに減った.ニッケル鉱の生産は64年の倍以上の10

万2千トンを記録したインドネシアと日本のSUNID･

ECOとの間に結ばれた生産物分与方式による日本へ

のニッケル鉱石の輸出は65年には8万トンに達した.

中部スマトラリアウ地方のロガスの金鉱山は終戦以

来操業していたカミついに休山した復興計画が65年に

は完成されるだろう.アメリカは東部ジャワのグレ

シックにセメント工場を建てて操業したが予備品や他

の材料を購入するのに外国為替相場の変動の多いため

その計画量を下廻った.一方南セレベス島のマカッ

サルの近くトナサの新セメント工場もまた完成し狂か

った.

インドネシアにおける鉱産物の生産量

商品名1�1963�ヨ�1964�'�1965

錫1�12,918�16,345�14,699��

眉族2�591,356�445,862�390,253��

金3�137.4�181.9�209,08��

銀3�8,672�7,897�9,294��

ボｰキサイト1�491,610�637,603�677,420��

ニッケル鉱2�45,528�49,950�土02,O03��

セメント里�42蟹,δOO�438,647�389,468��

㈰��

1.ロングトン2.トン2.キログラム

ワｰルドマイニング離1966年6月号より松井寛訳

(つづく)

インドネシア

錫の生産は下降したが新しいポｰタブル竣1業機と沿海調査

用の大淀漢機は65年には大いに活躍するだろうボｰキサ

イトとニッケルの生産は膨張した�


